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がん診療支援室 メンバー紹介 ☆10 月 13 日（土）・14 日（日） 

リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2018 滋賀医科大学 

 当院は 14 日（日）9 時～12 時に参加します。 

 

☆10 月 14 日（日）ピンクリボン湖北 

 場所：セミナーカルチャーセンター臨湖 

     雨天開催 

 

 

 

事務部長と委員会メンバー 

長浜城 義太夫 

みんなで語り合い 

 新任のご挨拶                 看護師  髙山 さなえ    

２月からがん診療支援室で勤務をしています。これまでは外来治療室で、がん化学療法を受ける患者さんの

ケアを中心に行ってきました。現在は５大がん地域連携パスの運用をはじめ、告知時の同席やがん相談、放射

線治療を受ける患者さんのケアなど、これまでより幅広くがん患者さんに関わらせて頂いています。患者さん

が経験される様々な意思決定の場面に寄り添いながら、看護師としてサポートできるよう意思決定支援につい

て勉強していきたいと思っています。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 新任のご挨拶                    がん診療支援室長  塩見 尚礼       

4 月から、がん診療支援室長を拝任いたしました塩見尚礼(ひさのり)です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

私は 3 年前に当院へ赴任して参りました。外科医で膵癌、肝癌、胆道癌、胃癌、大腸癌などの消化器癌

の診療をさせていただいております。その間、がん診療支援室には初回のがん診断後・再発診断後の治療

方針決定、療養先の決定、看取りのサポートなど、多岐にわたってお世話になってきました。忙しい外来

業務の中の限られた時間でうまく患者さんやご家族に伝えられなかったことをスタッフに２回、３回と言

葉を変えて話していただき、助けられた思い出がいくつもあります。 

この短い間にもたくさんの新薬が登場し、新しいプロトコール、治療法の登場など、患者さんの意思決定

の選択肢がさらに増えて参りました。また若年がん患者の妊孕性、がん患者就労など、がん患者さんやそ

の家族をとりまく問題は様々です。これまでの経験を活かして一人一人の患者さんの背景まで深く考察し、

ここ湖北の地で安心して最良の治療を受け、最適な療養環境を得られるようチーム一丸となって取り組ん

で参る所存です。そのためには地域の先生方、コ・メディカルスタッフとの良好な地域連携が欠かせませ

ん。今後ともご指導、ご鞭撻いただけますよう、どうかよろしくお願い申し上げます。 

 新任のご挨拶                 看護師  伊藤 聡子 

8 月からがん診療支援室でお仕事をさせて頂くことになりました。以前は放射線科に勤務しており、がん看

護に携わるのは初めてですが、新たな学びの機会を与えられたことに感謝して精一杯頑張りたいと思っていま

す。今後、主に放射線治療と 5 大がん地域連携パスを担当する予定です。よろしくお願いいたします。 

2018年 9月 長浜赤十字病院 


